
大川市「大川市おひとりさま支援事業」 （取組開始：令和５年度～ ） 

身寄りのない人等に対する市町村が関与
した新たな生活支援(金銭管理等)・意思
決定支援に関する取組 

[1]法人後見の取組に
民間事業者等の参画を促す

[2]日常生活自立支援事業の取組に
民間事業者等の参画を促す取組

[1]寄付等による多様な主体の参画を
促す取組

[2]支援困難事案に都道府県等が
関与する取組

[1]包括的な相談・調整窓口の整備

[2]総合的な支援パッケージを
提供する取組

2 3 新

対象地域

【面積】 33.63㎢
【人口】31,450人
【うち65歳以上】 11,603人
【高齢化率】36.9％

※令和6年4月1日時点

背景・経緯

• 人口減少、少子高齢化の進行による一人暮らし高齢者の増加や、親族が遠方で支援が困難な市民が増加。これまで家族が担っていた
金銭管理や生活支援などを担う人がいないため、日常生活のちょっとした困りごとが解決できないだけでなく、必要な入院や入所手続き、
支払いができない高齢者が顕在化。成年後見制度の活用の他、令和４年度には事務管理要綱を制定して対応。

• 今後も身寄りのない市民の増加が見込まれる中、現在の成年後見制度や事務管理による支援だけで対応していくことは困難。
• 身寄りのない人も含め、市民が人生の最期まで安心して暮らし続けられるよう、また、担い手不足は金融機関や医療機関など市民の生活
に必要なサービスの現場においても同様のため、できるだけ人的コストをかけない支援の仕組みづくりを行い、持続可能な大川市を目指す。

事業概要、実施スキーム ステークホルダーの役割

【事業概要】
市、社協、成年後見センターの協働により事業を構築。人的コストをできるだけかけない
仕組みとなるようDX,ICT活用を意識したスキームとするため、市のボランティアポイントデ
ジタル化事業で連携していたKAERU（株）の持つKAERUカードの仕組みを活用。

【利用者の要件】以下の両方に該当する大川市民
・事業内容等が一定程度理解でき、 KAERUカードを利活用できる者
・親族がいない、親族が障害又は認知症等により判断力が低下している、又は親族と
の関係が著しく疎遠である等の理由により親族から支援が得られない者

【管理監督団体】
①大川市
○ 事業実施、利用者証発行、相談･苦情の対応
○ 民間企業（KAERU（株））への委託

②権利擁護ネットワーク会議、専門職チーム（弁護士・司法書士・社会福祉士）
○ 困難ケースに対する助言、定期的な状況確認

③大川市成年後見センター
○ 意思決定サポーターの登録・管理・マッチング・本人及びサポーターへのモニタリング

【意思決定サポーター】
大川市の意思決定サポーター養成研修修了者で市に登録した者
○ 定期的な訪問（月２回、１回１時間まで）
○ 行政手続きへの同行などを含む本人の意思決定支援
○ KAERUカードやPayPayアプリ等の使い方相談支援
※直接的な金銭管理や代理行為はしない

【日常的金銭管理サービス事業者】
①大川市社会福祉協議会
○ 利用相談受付、アセスメント
○ 預金通帳、印鑑、エンディングノート等の預かり
○ チャージ設定

②大川市と協定を締結した金融機関
入院や入所時の費用支払い（本人の口座から病院等の口座へ直接振込み）

※令和6年度までの取組状況

【監督・支援団体】
大川市

大川市権利擁護ネットワーク会議
専門職チーム（弁護士、司法書士、社会福祉士）

大川市成年後見センター

【日常的金銭管理サービス】
大川市社会福祉協議会
協力：大川信用金庫

【意思決定サポーター】
社会福祉法人職員
民生委員、市民

本人 地域ケア会議、重層的支援
の多機関協働等で把握。

研修実施・支援監督・支援

【協議の場】大川市権利擁護ネットワーク会議・モデル事業検討部会
医療機関や社会福祉法人も参加し、身寄りのない人等の入院や入所、
金銭管理支援の円滑化を検討

【金銭管理ICT活用】
KAERU株式会社

委託



基本指標（R6.10時点）
【自治体】大川市
• 予算：5,000,000円
【意思決定サポーター】
• 人数：8人
• 頻度：月2回訪問、1回1時間までの面会
• 利用者負担：500円/回
【日常的金銭サービス】生活基盤サービス事業者
• 利用者負担：450円/月、KAERU利用料396円/月
【利用者】
✓ 利用者数： ３人

利用の流れ

【意思決定サポーター】
• 報告の負担軽減のためオンラインフォームを活用。活動費の支給についても請求書
不要で、活動報告をすればサポーター自身のKAERUカードにチャージされる。

• 1人の利用者に対しサポーター2人体制とし負担軽減。
• 月１回成年後見センターからヒアリングにてフォローする他、座談会、フォロー講座を
年に2回程度開催。

【日常的金銭管理サービス】
• KAERUカードや支払いアプリの活用により、訪問や出金支援頻度が少なくても適
切な支援が可能。

• 入院時など本人が窓口へ行けない場合の入院費等の支払について、地元信用金
庫と協定締結し、本人口座から医療機関へ直接振込する仕組みを構築。

【その他】
• 専門職チーム（三士会）に定期的にチェックしてもらう体制で適正な運営を確保。
• 終活セミナー等により、本人が早めに事業の利用を考える機会提供。

工夫、配慮等

※令和6年度までの取組状況

現状の課題、今後の展開

簡易な金銭管理サービスと意思決定支援について

①費用負担 継続実施のためには財源措置が必要
②意思決定サポーターの人材確保 市民への周知啓発、定期的な研修
③現状では他の金融機関の参画がないため、地元信用金庫に口座を開設しなけれ
ば入院費支払いの仕組みが使えない 金融機関の理解促進

身寄りのない人の入院入所について

①入所者の病院受診時の付添などの事実行為を誰が担うのか 国の制度的対応
②マニュアルの普及 多職種連携研修でマニュアルを使用した事例検討など実施
③市民の終末期に関する事前自己決定 終活セミナーや医療機関でのACP推進

大川市おひとりさま支援事業：入院時のフロー

支払い依頼書に、利用者証の
写しと医療費請求書、返信用
封筒を添付し金融機関へ送付

本人：意思の表出・形成・実現

大川市社会福祉協議会

医療機関で利用者証を提示
• 本人希望の場合、治療に関する説明に意思決定サ
ポーターが同席

• 事前に貸金庫に預かったエンディングノートを活用

• 社協からの依頼を確認し、医療機関へ振込
• 振込の控えを社協へ送付

･請求書 
･利用者証写し

金融機関

医療機関

･支払い依頼書 ･請求書
･利用者証写し ･返信用封筒

振込の控え

治療に関する説明に同席し、
本人の意思決定を支援

意思決定支援

支払

• 報告書はgoogleフォームで受付ける。
• 直接話したいときには来所や電話も可能。

・困難事例等については専門職チームに相談を行う
 ＋定期的な実施状況確認

必要に応じて活動状況等を踏まえた
上でサポーターの柔軟な交代を実施。

大川市おひとりさま支援事業：利用のフロー

本人：利用の意思・相談

日常生活自立支援事業ガイドライン
+

キャッシュレス決済機能活用可否

地域包括・居宅支援事業所・相談支援事業所・施設等：相談

マッチング調整

意思決定サポーター
養成講座受講

【カード使用困難者】日常生活自立支援事業へ
【契約能力不十分】成年後見制度の利用へ

啓発：
終活セミナー、エンディングノート

マッチング実施

日常的金銭管理サービス：
大川市社会福祉協議会

意思決定支援

市：利用登録受付

本人、後見センター、社協で顔合わせ

大川市成年
後見センター

本人、サポーター、後見センター、社協の
4者打ち合わせ

⑤本人と社協で契約

• カード利用申込（氏名、生年月日、住所、電話番号）

• 口座振替申込（毎月の振替額記入）

• チャージ金額の決定（１日〇千円など）

入院時など本人が金融機関窓口へ行けない場合の
入院費等の振込について、通帳や印鑑がなくとも病
院等の請求に基づき信金の本人口座から振込む
（市と大川信金で協定締結）

• 通帳、印鑑、エンディングノート等預かり
(社協) 貸金庫で保管(鍵は市が管理)

④利用者証
③申込書

①相談

②マッチング

大川信金へ口座振替依頼書提出

活動・支援開始

• 利用料はKAERUカードを紐づけたpaypayでの支払い
• KAERU利用料はKAERUカード残高から引落し

本人：意思の表出・形成・実現

活動報告（活動ごと）

定期訪問（月２回）等

• 報告書は月1回。
• 直接話したいときには来所
や電話も可能。

実施報告（活動ごと）

KAERUサービスのパートナー権限に
よりチャージの依頼があれば入金

大川市社会福祉協議会

大川市権利擁護ネットワーク会議

大川市

苦情・相談

大川市成年後見センター

相談窓口

支払

相談

定期確認（月１回程度）

定期確認
（月１回程度）

専門職チーム（弁護士･司法書士･社会福祉士）

活動報告書
（月１回）

報酬支払
活動報告
（年２回）

KAERUカードにチャージ

報酬支払

KAERUカード利用申込

大川市「大川市おひとりさま支援事業」 （取組開始：令和５年度～ ） 

意思決定サポーター
登録

実績確認
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